
藤原宮第 809次 および■0次の調査

1 藤原宮第10次北半 の調査

藤原宮第Ю次調査は、橿原市営四分団地造成に先立って実施 したもので、鷺栖

神社の東80m.藤原宮 の西辺地区でか こない、 日下発掘を継続 している。

現在 までに検出 した主な遺構は、掘立柱建物 4棟、柵 2列、濤 3条、土城 7ケ

所な どである。調査地区西端 にある南北柵 Aは、宮城南門中軸線 と♭西464mの位

置に あり、藤原宮の西 を限る大垣 にあえる。柱穴は真南北 に通 ってか り、いずれ

も西側に柱抜穴がある。柱 FHlは 2.66m等 間にわ つつけ られる。 この柵列の東 11.8

mの位置に、幅 2m、 深さ0.6m{南 か ら北へ流れる南北溝 Bが ある。濤内埋土

か らは、完形 の軒瓦、丸・ 平瓦が大量 に出土 した。掘立柱建物 4棟は、いずれ も

この南北濤の東 で検 出した。 いずれ も柱通 )が真南北に対 して東へわずかに振れ

ている。発掘区の中央にある南北棟 Dの桁行柱間は南 2間分が広 く、北 3間分が

狭い。 この建物の東1,5mに 、建物 と柱通 うのそろう南北棚 □が ある。そのほかの

掘立柱建物は必ずれ も小規模 な ものである。土躾 には、古墳時代初期のもの 1,6

世紀中頃のもの 1、 7世紀中頃の

もの 3、 藤原宮期 の もの 2が ある。

南北濤内の藤原宮期 の土装 C主 ♭

樋が出土 している。現在送てのと

ころ最古の実例 であろ 多。なか、

以上概略を述べた遺構は、非生時

代の土器包含層を 掘♭込んで作 ら

れている。

南北海 Bか らあわせて 4点 の木

簡が 出土 しえ。 いずれ も保 存状況
クじキ出土状況
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が悪 く、判読 できる文
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第 10次調査北半遺構配置図



2 藤原宮第 8・ 9次 の調査   (鴨 公小学校建設地の調査 )

藤原宮西方官衡 の調査は、「 概報 3」 にかいて第 5次 ～ 7次 までの経過 を報告

した。引続 き第 8・ 9次 の調査 をし、鴨公小学校移転地 の調査 を終了 した。昭和

47々碁 以来、 1年半にわた♭約 1.5haの 説査 を し、 この地域 の遺構配置がほぼ

明 らかになった。検 出 した主 な遺構は建物閣、棚 5、 井戸 9、 土躾 6と 道路 か よ

びそ の側濤 である。 これ らの遺構は、 A期 とB期 の 2時期 にわけ られる。

A期 は藤原宮に関連す る最 も古膝時期である。遺構は調査地 の西南部 で交差する

る東 西 お よ び南北方向の道路SX1081・ 1082と 、その両側の側濤 がある。 この

滞は藤原京条坊割位置 に一致するが、埋土か ら瓦の出土は ない。道路に よって四

分割 された東南部 では、道路にそって柵SA1215・ 1216で 囲んだ一郭が ある。今

回の調査 で柵 SA1215は 4・ 3間分にお よんだ。東端 では側濤 とともに削平 されて

いて、検 出できなか ったが、さらに東方 に延長するもので あろ う。柵の内側 では、

小規模 の建物が 6棟、道路をへだてた北側でも建物が11棟 ある。 なかには、建物

が 3棟重複 していて、 A期 のなかで建 てかえのあったことを示 して必る。建物群

のなかには、小さな倉庫 とみ られる総柱建物 を3棟検 出した。 この時期 の建物配

置は、 衰ば らで特に計画性はみ られない。

B期 の建物は、道路 を廃 し、側濤 を埋めたてて建設 された。今回の第 3・ 9次

調査 では、 この時期 の遺構は検出 しなかった。 しか し、前回までの調査 で述ぺえ

ように、調査地 の西半 を中心 として桁行18間 と20間の大規模な建物が 4棟 あった。

その配置は、北に東西棟 を■・・き、その南の両側、つまり、西に 2棟、東に 1棟 の

建物 を配 している。建物に囲衰れた中央に大 きな空間がある。 さ らに、今回の調

査地 に、 B期 の遺構が無 かった ことは、調査地の東半部に広大 な空間があった こ

とを示す。平城官 。平安宮の西辺地域は馬寮に該当す るが、 B期 の大規模な建物

の計画的配置は、官衝の性格と関連するものか もしれない。

従来、末調査 で あった譲原宮の官衛について、遺構 の配置が次第に明 らかにな

って きた。 B期 が藤原宮の整備 された時期 の遺構であり、 A期は藤原宮造営当初

の姿を示す遺構がふ (ま れてい と多。
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藤原宮第 5～ 9次調査遺構配置図


